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なく、 7 ラウイを含むサブサハラ・アフ 3カで、薬局責任者を兼ねている医助手や看護師の実態を明らかにした
貴重な研究となった。
保健医療分野における人材育成は国際社会の大きな課題であり、 WHO(世界保健機関)
においても特にサブサハラ・アフリカにおける人材育成に積極的に取り組んでいる。著者
は、以前に青年海外協力隊や国際協力機構の医薬品専門家として活動した実績を活かし、
サブサハラ・アフリカの最貧国の一つであり、保健医療指標も悪いマラウイを対象国にし
た。保健医療機関の医薬品取り扱い従事者に関するPre"servicetrainingおよびIn"service
trainingの現状と課題を網羅的に明らかにすることにより、国際保健分野における人材育
成のあり方を考察した。
マラウイでは、人口1，390万人に対して、薬剤師は58名に過ぎず、その多くが政府保健
医療機関ではなく、民間企業やNGOなどに勤務していた。実際に多くの保健医療機関で医
薬品業務を担当していたのは、医助手、看護師/助産師などであり、そのほとんどは十分な
Pre"service trainingを受けていなかった。また、医薬品関連のln"servicetrainingとして
は、国連機関や国際NGOが結核、抗エイズ薬、マラリア薬、管理システムなどの研修を行
っていたが、相互の調整はほとんど見られなかった。今後は、政府を中心にドナー機関が
協働することにより、少なくとも一施設に 1人は医薬品に関するトレーニングを受けた人
材を配置できるシステム作りが必要で、ある。
本論文は、マラウイにおける保健医療機関の医薬品取り扱い従事者に関するPre"service
trainingおよびln"servicetrainingの現状と課題を明らかにした初めての論文であり、保健
医療分野における人材育成に関する新たな視座を提示することにより、国際保健医療協力
に関する実践的研究に大きな貢献を果たした。本研究の独自性は国際的にも高く評価され、
博士号授与にふさわしいと判断された。
